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令
和
三
年 

千
葉
光
明
寺 

 
盂
蘭
盆
会
合
同
法
要
の
ご
案
内 

 

日 

時
：
令
和
三
年
八
月
十
一
日
（
水
） 

十
一
時
よ
り 

場 
所
：
千
葉
光
明
寺 

本
堂 

 

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
、
い
ま
だ
安
心
で
き
な
い
状
況
の
な
か 

今
年
の
盂
蘭
盆
会
合
同
法
要
は
感
染
予
防
の
た
め
一
般
参
詣
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、 

 

僧
侶
の
み
で
の
内
勤
め
に
て
厳
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

何
卒
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

懸
命
に
治
療
・
対
策
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に
深
く 

感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
が
早
期
に
落
ち
着
く
こ
と
を
職
員
一
同
、 

切
に
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
掌 

 

令
和
三
年
七
月 

 

  

「
盂
蘭
盆
会
合
同
法
要
」
お
申
込
に
つ
い
て 

盂
蘭
盆
会
合
同
法
要
に
あ
た
り
、
貴
家
物
故
者
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
）
の
ご
供
養
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

同
封
の
「
供
養
申
込
用
紙
」
に
「
施
主
名
」
、
故
人
様
の
「
お
名
前
」
「
ご
法
名
・ご
戒
名
」
等
を
記
入
の
う
え
、 

「
お
布
施
」
と
あ
わ
せ
て
お
申
込
み
下
さ
い
。 

 《 

お
申
し
込
み
方
法 

》  

お
申
し
込
み
期
限 

八
月
六
日
（金
）
ま
で 

① 

お
振
込
み 

「
供
養
申
込
用
紙
」
を
返
信
用
封
筒
に
て
お
送
り
い
た
だ
き
、
お
布
施
は
お
振
込
み
下

さ
い
。 

詳
し
く
は
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
。 

② 

現
金
書
留 

「
供
養
申
込
用
紙
」
と
「
お
布
施
」
を
お
送
り
下
さ
い
。 

③ 

ご
来
寺 

 

ロ
ビ
ー
受
付
に
て
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
「
供
養
申
込
用
紙
」
と
「
お
布
施
」
を

ご
持
参
下
さ
い
。 

 

ご
法
要
当
日
に
、
ご
本
尊
前
に
浄
納
（
お
供
え
）
し
て
懇
ろ
に
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。 

※
特
定
の
故
人
様
な
き
場
合
は
、
「
○
○
家
先
祖
代
々
」
ま
た
は
「
○
○
家
縁
故
者
」
と
お
書
き
下
さ
い
。 

※
一
故
人
様
に
つ
き
お
布
施 

金
三
千
円
以
上 

に
て
受
付
い
た
し
ま
す
。 

※
「
供
養
申
込
用
紙
」
は
稲
毛
御
廟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/
w
w
w
.in
a
g
e
-
g
ob
y
o
.jp

）
か
ら
も 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

千
葉
市
稲
毛
区
穴
川
町
三
八
三-

三 

千
葉
光
明
寺
・
稲
毛
穴
川
霊
園
・
稲
毛
御
廟 

電
話
０
４
３
（
２
８
７
）
２
１
７
１
（
代
表
） 


